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教
官
各
人
の
能
力
が
共
同
製
作
と
い
う
か
た
ち
で
十
二
分
に
発

揮
さ
れ
、
世
の
期
待
に
沿
う
出
来
栄
え
の
も
の
と
な
っ
た
。
な

お
、
こ
の
と
き
作
ら
れ
た
木
型
製
作
場
は
そ
の
後
も
転
用
さ
れ

て
長
く
使
用
さ
れ
、
鋳
造
工
場
も
鋳
造
科
の
授
業
や
依
嘱
製
作

に
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
。

楠
木
正
成
銅
像
に
次
い
で
着
手
し
た
の
は
帝
国
博
物
館
美
術

部
（
部
長
天
心
）
の
依
頼
に
よ
る
模
写
・
模
刻
（
五
か
年
計
画
）

で
、
横
山
大
観
ら
上
級
の
生
徒
が
古
画
を
模
写
し
、
竹
内
久
一
、

山
田
鬼
斎
ら
教
官
が
奈
良
で
仏
像
の
名
作
を
模
刻
し
て
博
物
館

に
納
め
た
。
そ
れ
と
と
も
に
松
方
伯
銅
像
、
知
恩
院
観
音
銅
像
、

東
京
音
楽
学
校
は
美
校
と
一
緒
に
独
立
し
た
学
校
と
し
て
設
置

さ
れ
な
が
ら
、
芸
術
に
理
解
の
な
い
政
府
に
よ
っ
て
高
等
師
範

学
校
の
附
属
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
避
け
る

に
は
奇
策
を
弄
し
て
で
も
早
く
実
績
を
示
す
に
如
く
は
な
い
。

そ
う
い
う
考
え
も
あ
っ
て
実
施
し
た
の
が
企
画
展
覧
会
や
講
演

会
、
そ
し
て
依
嘱
製
作
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

開
校
後
ま
だ
一
年
足
ら
ず
の
明
治
二
十
二
年
十
二
月
、
住
友

家
か
ら
楠
木
正
成
銅
像
の
製
作
依
頼
を
受
け
た
美
校
で
は
直
ち

に
準
備
を
始
め
、
二
十
四
年
四
月
に
彫
刻
科
教
授
高
村
光
雲
を

木
型
製
作
主
任
と
し
、
新
規
採
用
の
後
藤
貞
行
、
山
田
鬼
斎
、

石
川
光
明
に
同
担
任
を
、
同
じ
く
岡
崎
雪
声
に
鋳
造
担
任
を
命

じ
た
。
後
藤
は
馬
の
彫
刻
の
専
門
家
で
、
木
彫
を
光
雲
に
習
っ

た
人
。
日
本
の
木
彫
家
、
鋳
造
家
の
腕
で
西
洋
の
銅
像
に
負
け

な
い
優
れ
た
も
の
が
作
れ
る
こ
と
を
世
に
示
す
チ
ャ
ン
ス
だ
と

ば
か
り
一
同
奮
い
立
っ
た
も
の
の
、
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
大

き
な
騎
馬
銅
像
は
前
代
未
聞
で
あ
り
、
し
か
も
み
な
大
き
な
彫

像
の
経
験
な
ど
な
い
。
そ
こ
で
校
長
の
指
揮
の
も
と
、
研
究
に

研
究
を
重
ね
、
学
科
教
員
も
時
代
考
証
等
に
尽
力
し
、
鬼
斎
が

ま
ず
木
彫
雛
形
（
大
学
美
術
館
に
写
真
が
残
る
）
を
製
作
。
そ

れ
を
原
寸
大
に
引
き
伸
ば
し
、
伝
統
木
彫
の
技
を
駆
使
し
て
白

木
の
美
し
い
原
型
を
完
成
さ
せ
た
の
が
二
十
六
年
三
月
。
そ
れ

を
皇
居
に
運
搬
し
て
天
皇
に
御
覧
頂
き
、
美
校
に
戻
し
て
一
般

公
開
し
た
の
ち
雪
声
が
鋳
造
に
着
手
。
雪
声
は
わ
ざ
わ
ざ
渡
米

し
て
分
解
鋳
造
法
を
学
び
、
そ
れ
と
日
本
古
来
の
技
法
を
用
い

て
二
十
九
年
九
月
に
鋳
造
を
完
成
さ
せ
た
。
皇
居
前
の
現
在
地

に
建
立
さ
れ
た
の
は
岡
倉
校
長
辞
職
後
の
明
治
三
十
三
年
七
月

で
あ
っ
た
が
、
国
の
中
心
地
に
登
場
し
た
こ
の
銅
像
は
、
美
校

芸
大
の
経
営
が
苦
し
い
こ
と
を
聞
く
に
つ
け
、
思
い
起
こ
さ

れ
る
の
は
草
創
期
の
東
京
美
術
学
校
（
美
術
学
部
の
前
身
。
美

校
）
だ
。
遠
大
な
理
想
を
掲
げ
て
発
足
は
し
た
が
、
政
府
か
ら

支
給
さ
れ
た
予
算
は
計
上
予
算
の
十
分
の
一
以
下
。
そ
の
た
め

に
岡
倉
覚
三
（
天
心
）
校
長
が
と
っ
た
措
置
は
依
嘱
製
作
事
業

の
推
進
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
を
例
に
と

る
と
、
歳
入
約
四
万
円
（
う
ち
政
府
支
出
金
二
万
二
千
円
余
）

の
な
か
の
依
嘱
製
作
収
入
は
一
万
四
千
五
百
円
余
で
、
約
三
六

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
美
術
と
い
う
特
殊
な
分
野
の
学
校
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
特
別
会
計
が
容
認
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

教
室
で
生
徒
に
教
え
る
こ
と
の
ほ
か
に
実
験
製
作
に
よ
っ
て

世
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
優
れ
た
製
品
を
作
り
、
製
作
過
程
を

生
徒
に
見
学
さ
せ
た
り
手
伝
わ
せ
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
の
が
天
心
の
考
え
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
験
製
作
費
も
本
来
は

国
が
支
給
す
べ
き
だ
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
一
般
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
製
作
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
文
部

省
に
伺
い
も
立
て
ず
、
特
に
規
則
な
ど
設
け
ず
に
事
業
を
開
始

し
た
ら
し
い
。
何
と
い
っ
て
も
第
一
着
手
が
国
家
的
記
念
像
で

あ
る
楠
木
正
成
の
大
銅
像
で
あ
り
、
そ
れ
は
住
友
財
閥
の
資
金

と
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
の
顕
官
九
鬼
隆
一
の
斡
旋
に
よ
る
皇

室
献
上
品
の
製
作
で
あ
っ
た
か
ら
、
文
部
省
の
認
諾
に
関
係
な

く
校
長
の
一
存
で
こ
と
は
決
し
た
よ
う
だ
。

い
か
に
名
人
を
集
め
て
指
導
組
織
を
作
ろ
う
と
も
、
教
育
成

果
が
現
れ
る
の
は
十
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
常
識
ど
お
り
の

こ
と
を
し
て
い
た
の
で
は
理
想
の
実
現
は
も
と
よ
り
美
術
学
校

と
い
う
も
の
が
社
会
に
認
知
さ
れ
る
の
も
む
ず
か
し
い
。
現
に

第
三
回

美
校
の
経
営
戦
略
・

依
嘱
製
作
事
業

吉
田
千
鶴
子

岡
倉
天
心
校
長
の
経
営
戦
略
に
端
を
発
し
て

第
二
次
大
戦
中
ま
で
続
い
た
依
嘱
製
作
事
業
は

美
校
の
実
力
と
有
用
性
を
世
に
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
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彦
も
こ
の
事
業
に
関
連
し
て
批
判
さ
れ
た
。
大
正
五
年
、
美
校

当
局
の
風
紀
粛
正
に
対
す
る
生
徒
の
反
発
を
き
っ
か
け
に
、
前

年
辞
職
し
た
岩
村
透
を
中
心
と
す
る
美
校
改
革
運
動
が
盛
り
上

が
っ
て
大
波
乱
を
巻
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
国

民
美
術
協
会
が
美
校
に
突
き
つ
け
た
改
革
案
は
「
生
徒
の
実
験

を
主
要
の
目
的
と
す
べ
き
公
私
の
依
嘱
製
作
は
本
来
の
趣
旨
を

失
し
て
生
徒
見
学
の
便
乏
し
く
、
動
〔
や
や
〕
も
す
れ
ば
単
に

製
作
請
負
に
類
し
た
る
形
式
に
陥
り
依
嘱
の
認
諾
、
金
銭
の
授

受
等
に
関
し
公
私
を
混
同
せ
る
形
式
あ
り
て
弊
害
茲
に
発
す
る

も
の
鮮
〔
す
く
な
〕
か
ら
ず
」
と
指
弾
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し

た
非
難
に
対
処
す
る
意
味
で
厳
格
な
会
計
検
査
が
行
な
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
依
嘱
製
作
の
経
理
に
不
当
な
処
理
が
見
つ
か
り
、

校
長
は
譴
責
、
会
計
主
任
は
懲
戒
減
俸
の
処
分
を
受
け
た
。
気

の
毒
な
こ
と
に
、
こ
の
会
計
主
任
は
そ
れ
が
原
因
で
神
経
を
病

み
辞
職
し
て
い
る
。
正
木
校
長
は
そ
れ
を
機
に
依
嘱
製
作
事
業

を
全
廃
す
る
と
公
言
し
た
も
の
の
、
当
時
は
御
大
礼
関
連
の
各

種
の
製
作
が
続
行
し
て
い
た
上
、
そ
の
後
も
献
上
品
を
中
心
と

す
る
製
作
依
頼
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
た
た
め
廃
止
は
で
き
ず
、

結
局
、
主
要
な
製
品
は
完
成
後
必
ず
校
内
に
展
示
し
て
生
徒
や

一
般
に
見
せ
る
な
ど
の
配
慮
を
し
、
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
あ
っ
た
。

依
嘱
製
作
品
の
う
ち
、
銅
像
な
ど
は
戦
時
中
の
供
出
で
多
く

が
失
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る
と
現
存
し
て
い
る

も
の
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
製
作
に
関
す
る
記
録
文

書
や
写
真
が
本
学
に
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
基
づ
い

て
、
遠
か
ら
ず
こ
の
事
業
の
全
容
を
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。〔「
」
の
引
用
文
の
原
文
送
り
仮
名
は
片
仮
名
〕

（
よ
し
だ
・
ち
づ
こ
／
学
史
編
集
担
当
）
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歌
劇
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
上
演

明
治
三
十
六
年
七
月
、
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
に
お
い
て
歌
劇
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
が
上

演
さ
れ
た
。
日
本
人
に
よ
る
最
初
の
オ
ペ
ラ
上
演
で
あ
る
。
再
演
計
画
も
あ
っ
た
が
、
風
紀

問
題
等
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
五
十
三
年
後
の
昭
和
三
十
一
年
四
月
、《
椿
姫
》

上
演
で
音
楽
学
部
に
オ
ペ
ラ
が
復
活
。
平
成
十
八
年
に
第
五
十
二
回
を
迎
え
た
「
藝
大
オ
ペ

ラ
定
期
」
の
第
一
回
と
な
る
。

次
号
予
告

ど
、
活
発
な
事
業
を
展
開
し
た
。

正
木
直
彦
校
長
時
代
（
明
治
三
十
四
年
〜
昭
和
七
年
）
に
は

こ
の
事
業
に
一
層
熱
が
入
り
、
製
品
の
種
類
も
増
え
た
。
大
掛

か
り
な
も
の
で
は
仙
台
昭
忠
銅
標
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

各
種
噴
水
器
、
浅
草
公
園
噴
水
器
、
日
比
谷
公
園
噴
水
器
・
ア

ー
ク
電
灯
柱
、
屏
風
「
精
華
」「
綵
観
」、
帝
国
図
書
館
銅
製
鏡

板
、
下
谷
凱
旋
門
装
飾
、
掛
川
戦
勝
観
音
銅
像
、
長
岡
護
全
騎

馬
銅
像
、
献
上
品
飾
り
棚
・
書
棚
・
衝
立
・
花
瓶
・
香
炉
・

鼎
・
絵
巻
・
画
帖
・
置
物
・
時
計
、
東
京
勧
業
博
覧
会
会
場
彫

刻
、
大
阪
図
書
館
記
文
銅
板
、
仙
台
広
瀬
橋
高
欄
、
改
築
日
本

橋
上
部
青
銅
製
電
灯
柱
（
獅
子
、
麒
麟
ほ
か
）、
中
央
停
車
場

（
東
京
駅
）
壁
画
、
戦
艦
河
内
の
楠
公
坐
像
、
佐
竹
侯
爵
銅
像
、

御
紋
付
梨
子
地
太
刀
掛
、
ホ
ノ
ル
ル
鳳
凰
噴
水
塔
、
即
位
御
剣
、

議
院
本
館
ブ
ロ
ン
ズ
扉
製
作
・
館
内
の
漆
塗
り
な
ど
が
あ
り
、

ほ
か
に
石
膏
像
複
製
、
メ
ダ
ル
、
印
刷
物
な
ど
の
量
産
品
も
盛

ん
に
作
ら
れ
た
。
岡
倉
校
長
時
代
と
異
な
る
の
は
献
上
品
製
作

が
増
加
し
、
そ
の
多
く
は
校
外
の
名
工
た
ち
と
の
共
同
に
よ
る

美
術
工
芸
品
製
作
で
あ
る
こ
と
だ
。
価
格
・
技
術
面
で
信
用
度

が
高
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
非
常
に
多
く
の
製
作
依
頼
が
あ
り
、

そ
の
た
め
図
案
だ
け
立
て
て
製
作
は
校
外
の
業
者
に
委
ね
て
し

ま
う
こ
と
も
多
く
、
本
来
の
実
験
製
作
の
意
味
を
失
い
、
単
な

る
請
負
製
作
と
な
る
傾
向
が
生
じ
た
。

岡
倉
校
長
の
経
営
戦
略
に
端
を
発
し
て
第
二
次
大
戦
中
ま
で

続
い
た
こ
の
依
嘱
製
作
は
、
主
た
る
も
の
だ
け
で
も
約
四
六
〇

件
に
上
る
。
こ
の
事
業
の
お
蔭
で
教
官
は
研
究
の
機
会
を
得
、

生
徒
は
実
地
の
勉
強
が
で
き
、
卒
業
生
は
仕
事
を
与
え
ら
れ
、

そ
し
て
美
校
の
実
力
と
有
用
性
が
世
に
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、

問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
岡
倉
校
長
時
代
に
は
こ
の

事
業
に
よ
っ
て
美
校
の
鋳
造
が
隆
盛
に
赴
く
に
つ
れ
、
民
間
の

鋳
造
業
者
た
ち
が
美
校
に
需
要
を
独
占
さ
れ
る
と
し
て
反
発
し
、

新
聞
紙
面
を
賑
わ
し
た
。
岡
倉
校
長
排
斥
運
動
の
首
謀
者
が
配

布
し
た
例
の
怪
文
書
に
も
「
収
益
を
以
て
私
を
営
み
」
云
々
と

し
て
こ
の
事
業
が
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
名
校
長
正
木
直

シ
カ
ゴ
万
博
出
品
工
芸
品
な
ど
の
製
作
を
受
託
し
、
翌
二
十
五

年
に
は
二
度
目
の
国
家
的
記
念
像
で
あ
る
上
野
の
西
郷
隆
盛
銅

像
を
受
託
。
光
雲
、
貞
行
、
林
美
雲
、
雪
声
ら
が
共
同
製
作
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
紆
余
曲
折
を
経
て
像
姿
を
決
定
、
明
治
三

十
年
春
に
漸
く
木
型
が
完
成
し
、
雪
声
の
鋳
造
を
へ
て
三
十
一

年
五
月
に
現
在
地
に
建
立
さ
れ
た
。
同
じ
く
二
十
五
年
に
は
シ

カ
ゴ
万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
鳳
凰
殿
の
設
計
と
室
内
装
飾
を
受
託

し
て
全
校
あ
げ
て
取
り
組
み
、
図
案
教
育
に
役
立
て
、
ま
た
、

博
多
の
日
蓮
上
人
の
大
銅
像
を
受
託
し
て
竹
内
久
一
に
担
当
さ

せ
、
二
十
七
年
に
は
ア
メ
リ
カ
人
富
豪
の
室
内
装
飾
の
依
頼
に

も
応
じ
、
そ
の
他
川
田
男
爵
銅
像
、
刀
剣
、
花
瓶
、
盃
、
置
物
、

香
炉
、
銅
碑
等
々
の
製
作
を
受
託
。
三
十
年
に
は
博
物
館
の
庭

に
あ
る
ジ
ェ
ン
ナ
ー
銅
像
を
製
作
し
、
同
年
公
布
の
古
社
寺
保

存
法
の
適
用
第
一
号
と
し
て
中
尊
寺
金
色
堂
修
繕
を
行
な
う
な

「国際こども図書館鏡板」帝国図書
館建設に際して明治37年に製作を
依頼され、津田信夫が中心となり鋳
造科で製作

昭和6年5月7日、正木校長自ら背中に「漆」の
字を書き印を捺した法被を着て、一同明治神宮
に議事堂内漆塗り成就祈願（磯矢阿伎良旧蔵写
真）


